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第３図 プラハにおける人口変化（1992 年―1995 年） 
と人口分布 
（出典：山本（2003a））












































プラハ 194 248 47 127 
中部ボヘミア 101 99 93 99 
南部ボヘミア 86 90 65 94 
西部ボヘミア 91 74 102 97 
北部ボヘミア 97 85 140 100 
東部ボヘミア 79 85 75 92 
南部モラビア 86 79 87 94 
北部モラビア 80 65 153 98 
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における首都とその他の地域との格差の拡大をもたらすことになる。 




















































 1990 年のドイツ統一以前の 1987 年におけるフランクフルトからの航空流動をみると、ハン
ブルクや西ベルリン、ミュンヘン、ウィーン、といったドイツ国内や西側諸国の主要都市との
流動が主であり、旧社会主義国との流動は少ない。また、航空ネットワークは密ではなく、統







 ドイツ統一直後の 1991 年におけるベルリンからの流動をみると、国内のケルン・ボン空港
との流動が突出して増大していることがわかる。その他のドイツ国内の諸都市との流動も増大


































































































































第 10 図 航空旅客流動からみた中央ヨーロッパにおける都市間結合 

















































































いだそうという試みがなされてきた（Enyedi, 1998; Barlow and et.al., 1994; Andrusz and et.al., 1996）。
山本（2003b）は、こうした社会主義都市の変容 Transformation に関する研究を展望している。 
4 チェコでは、社会主義時代に国有化された私有財産は、元の所有者に返還する補償措置がとられたが、
返還請求されない財産については小規模私有化がなされた。オークションを通した売却によってなされた
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